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第４回 赤浜地域復興協議会 

― 安全・安心な居住環境の整備に向けて ― 

 

日時：平成２６年１１月１６日（日） 

９：３０～１３：００ 

会場：赤浜公民館 

（旧赤浜小学校体育館） 

 

【 議 事 次 第 】 

１．開会     

２．あいさつ   

３．議事 

  第１部 復興まちづくりの状況について 

（１）防集事業の進捗状況について・・・・・・・・・・・・・・P ５ 

（２）小規模団地住宅施設整備事業について(都市計画の決定)・・P ９ 

（３）土地区画整理事業の進捗状況について・・・・・・・・・・P１４ 

（４）土地区画整理事業について（都市計画の変更）・・・・・・ P２５ 

（５）盛土計画について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２８ 

（６）住宅再建に係る「仮申し込み」の実施について・・・・・・ 別紙 

           ～ 質疑応答 ～ 

（７）常楽院の移設について・・・・・・・・・・・・・・・・・P４２ 

           ～ 質疑応答 ～ 

          休 憩（１５分） 

第２部 津波避難計画の策定について 

 

４．その他 

 

５．閉会 
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【復興まちづくりに伴う経緯】              （平成２４年度以前） 

期 日 内   容 

平成２４年 １月１９日

～１月２７日
住宅再建に関する意向調査 

平成２４年 ３月１８日 赤浜地域住民説明会 

平成２４年 ５月 ７日 第１回大槌町都市計画審議会 

平成２４年 ５月２８日 第 1回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２４年 ６月１１日

～６月１５日

居住意向調査 

（仮設住宅団地談話室等にて開催） 

平成２４年 ７月２８日

～８月３日

町外復興まちづくり懇談会 

（遠野市、紫波町、北上市、盛岡市、花巻市） 

平成２４年 ８月 ６日

～８月３１日

居住意向調査 

（８月１３日から１６日の期間は赤浜小学校体育館にて実施） 

平成２４年 ９月 ４日 防災集団移転促進事業計画の大臣同意取得 

平成２４年 ９月 ５日 赤浜地区防災集団移転促進事業に係る事業計画説明会 

平成２４年 ９月１０日 第２回大槌町都市計画審議会 

平成２４年 ９月１２日 東大大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究ｾﾝﾀｰ移転計画（案）説明会 

平成２４年 ９月１９日 第２回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２４年１０月２４日 第３回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２４年１１月 ７日 第４回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２４年１１月１３日

～１１月２０日

町外復興まちづくり懇談会 

（遠野市、北上市、盛岡市、紫波町、釜石市、花巻市） 

平成２４年１１月２２日 防災集団移転促進事業計画第１回変更の大臣同意取得 

平成２４年１１月２５日 第５回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２４年１２月２５日

～ １月２５日

防災集団移転促進事業（高台移転）に係る 

住宅地申し込み（第１次）受付 

平成２５年 ２月 ５日 第３回大槌町都市計画審議会 

平成２５年 ２月２４日 第６回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２５年 ３月 ７日 赤浜地区震災復興土地区画整理事業の大臣認可取得 

平成２５年 ３月１４日 第１回大槌デザイン会議 

平成２５年 ３月１８日

～ ３月２２日

町外復興まちづくり懇談会 

（遠野市、紫波町、盛岡市、花巻市、北上市、釜石市） 

平成２５年 ３月２６日 赤浜地域 (既存住宅) 復興まちづくり懇談会 
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【復興まちづくりに伴う経緯】                （平成２５年度）    

期 日 内   容 

平成２５年 ４月１４日 第７回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２５年 ６月２１日 第１回赤浜地区震災復興土地区画整理審議会 

平成２５年 ６月２６日 第２回大槌デザイン会議 

平成２５年 ７月２６日 第２回赤浜地区震災復興土地区画整理審議会 

平成２５年 ８月２１日 第３回大槌デザイン会議 視察会（遠野市） 

平成２５年 ８月２５日 第８回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２５年 ８月２６日 第３回赤浜地区震災復興土地区画整理審議会 

平成２５年１０月１６日 第４回赤浜地区震災復興土地区画整理審議会 

平成２５年１０月１７日 第４回大槌デザイン会議 

平成２５年１１月 ７日 安全祈願祭（赤浜地区） 

平成２５年１２月１７日 第９回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

平成２５年１２月１９日 第５回大槌デザイン会議 

平成２６年 ２月 ５日 第５回赤浜地区震災復興土地区画整理審議会 仮換地指定（第１回） 

平成２６年 ３月 ４日 第６回大槌デザイン会議 

平成２６年 ３月２２日 第１０回赤浜地域復興まちづくり懇談会 

 

            （平成２６年度）    

期 日 内   容 

平成２６年 ７月２７日 第１回赤浜地域復興協議会 

平成２６年 ９月１１日 第２回赤浜地域復興協議会 

平成２６年１０月２８日 第３回赤浜地域復興協議会 

 

 

問い合わせ先 

大槌町 復興局 都市整備課 市街地再生班 赤浜地域担当：山崎、玉城、山崎 

電話番号：0193-42‐8723／FAX：0193-42-3858 



4



１
.
防

災
集

団
移

転
促

進
事

業
の

進
捗

状
況

5



(１
)防

集
団
地
・
災
害
公
営
住
宅

全
体
配
置
図
（
案
）

注
：

現
時

点
で

の
案

で
あ

り
、

今
後

の
検

討
で

変
わ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
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(２
)用

地
取
得
状
況

【
移

転
住

宅
団

地
】

※
区

画
整

理
事

業
区

域
重

複
部

を
含

む
※

契
約

数
の

（
％

）
は

、
買

取
希

望
数

に
対

す
る

割
合

※
平

成
2
6
年

1
0
月

3
日

現
在

項
目

買
取

計
画

（
㎡

）
買

取
実

績
（

㎡
）

達
成

率
（

％
）

北
側

斜
面

①
団

地
1
6,
7
60

1
0,
4
58

6
2.
4

岩
手

県
交

通
裏

②
団

地
1
3,
3
33

1,
87
4

1
4.
1

三
日

月
神

社
裏

③
団

地
2
8,
8
50

8,
36
8

2
9.
0

現
東

大
海

洋
研

裏
⑥

団
地

3
2,
4
35

2
8,
5
45

8
8.
0

合
計

9
1,
3
78

4
9,
2
45

5
3.
9

【
災

害
危

険
区

域
】

契
約
済
み
登
記
面
積
（
㎡
）
は
全
体
の
7
2
％
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（
３
）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
)

団
地
①

団
地
①

団
地
②

団
地
②

団
地
③

団
地
③

団
地
⑥

団
地
⑥
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２
.
小

規
模

団
地

住
宅

施
設

整
備

事
業

（
都

市
計

画
の

決
定

）
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国
に
お
い
て
、
用

地
取

得
の

特
例

を
認

め
る
法

律
が

成
立

（
H
2
6
.
5
）

防
災

集
団

移
転

促
進

事
業

は
、
こ
れ

ま
で
都

市
計

画
決

定
の

対
象

外
で
し
た
。

（
用

地
取

得
は

任
意

交
渉

）

大
槌

町
で
は

、
用

地
取

得
の

特
例

を
活

用
す
る
た
め
、
改

正
法

に
基

づ
き
復

興
整

備
計

画
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
安

渡
及

び
赤

浜
の

防
集

団
地

に
つ
い
て
、
都

市
計

画
決

定
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

防
潮

堤
な
ど
と
同

様
に
、
土

地
収

用
法

の
対

象
と
な
る
公

共
性

の
高

い
事

業
と
し
て

実
施

し
、
用

地
取

得
を
確

実
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
安

渡
の

二
渡

神
社

団
地

、
赤

浜
の

北
側

斜
面

及
び
県

交
通

裏
団

地
に
つ
い
て
は

、
併

せ
て
事

業
認

可
）小

規
模

団
地

住
宅

施
設

整
備

事
業

の
創

設

東
日

本
大

震
災

復
興

特
別

区
域

法
の

改
正

こ
れ

ま
で
5
0
戸

以
上

と
さ
れ

て
い
た
都

市
計

画
決

定
の

要
件

が
、
5
～

4
9
戸

の
小

規
模

団
地

で
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
）
事
業
の
目
的

10
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（
２
）
復
興
整
備
計
画
(案

)



地
区
名

土
地
利
用

住
宅
予
定

戸
数
(
戸
)

建
ぺ
い
率

(
％
)

容
積
率

(
％

)
都
市
計
画

決
定

(み
な
し
)

事
業
認
可

(
み

な
し

)
種

別
面

積
(
h
a)

赤
浜
第

1地
区

(
北
側

斜
面
・

岩
手
県
交

通
)

住
宅
地

0
.
7

2
2

6
0

2
0
0

◯
◯

災
害
公
営

住
宅
地

0
.
2

9

公
益
的
施

設
0
.
5

-

公
共
施
設

1
.
2

-

計
2
.
6

3
1

赤
浜
第

2地
区

(
三
日

月
神
社

裏
)

住
宅
地

0
.
9

3
1

6
0

2
0
0

◯
－

災
害
公
営

住
宅
地

0
.
1

6

公
共
施
設

0
.
8

-

計
1
.
8

3
7

赤
浜
第

3地
区

(
東
大

海
洋
研

裏
)

住
宅
地

0
.
5

1
9

6
0

2
0
0

◯
－

災
害
公
営

住
宅
地

0
.
4

2
3

公
益
的
施

設
0
.
4

-

公
共
施
設

1
.
6

-

計
2
.
9

4
2

（
３
）
復
興
整
備
計
画
（
案
）

一
覧
表

12



～
1
0
月

1
1
月
1
2
日

～
2
6
日

２
週
間

1
2
月
下
旬

（予
定
）

（ 都 市 計 画 決 定 ・ 事 業 認 可 ） の み な し

復 興 整 備 計 画 の 公 表

1
2
月
下
旬

（予
定
）

復
興
整
備

協
議
会

（
町
・
県
）

都
市
計
画

審
議
会

（
町
）

復
興
整
備

計
画
案
の

公
示
・
縦
覧

・
意
見
書

提
出
期
間

復
興
整
備

計
画
素
案

の
策
定

復 興 整 備 計 画 （ 案 ） の 説 明 会

1
3

1
1
月
1
1
日

（
４
）
復
興
整
備
計
画
（
案
）
の
策
定
の
流
れ

1
2
月
上
旬

（予
定
）

13



３
.
土

地
区

画
整

理
事

業
の

進
捗

状
況

14





（
１
）
土
地
区
画
整
理
事
業
・
計
画
(案

)

注
：
今
後
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
よ
り
計
画
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

15



※
第

1
回

変
更

事
業

計
画

に
基

づ
く

買
取

計
画

※
（

）
値

は
、

防
集

事
業

買
取

計
画

面
積

※
平

成
2
6
年

1
0
月

3
日

現
在

（
２
）
用
地
取
得
状
況

赤
浜

地
区

の
用

地
取

得
状

況
は

9
0
.
6
％

買
取
対
象
面
積
=
2
2
,
8
7
4
㎡
に
対
し
て

買
取
実
績
面
積
=
2
0
,
7
2
6
㎡

16



赤
浜

地
区

の
起

工
承

諾
の

協
力

状
況

は

9
9
％

(
３

)
起

工
承

諾
の

協
力

状
況

（
※

平
成

2
6
年

1
0
月

3
日

現
在

）

区
画
整
理
区
域

移
転
促
進
区
域

県
道

盛
土 地

盤
改
良
工
事

対
象
面
積
=
5
4
,
1
6
2
㎡
に
対
し
て

承
諾
頂
い
た
面
積
=
5
3
,
6
7
8
㎡

17



⾚
浜

地
区

区
画

整
理

事
業 平

成
25

年
度

平
成

26
年

度
平

成
27

年
度

平
成

28
年

度
平

成
29

年
度

※
  

  
⼯

事
  

 道
路

 上
下

⽔
道

 電
気

 通
信

 
  

⼯
事

 
  

 
 

 

上
半

期
下

半
期

下
半

期
下

半
期

下
半

期
上

半
期

上
半

期
上

半
期

項
　　

　⽬

都
市

計
画

⼿
続

き
等

⾚ 浜 地 区 ⼟ 地 区 画 整 理 事 業

Aブ
ロッ

ク

Bブ
ロッ

ク

Cブ
ロッ

ク

●
都

市
計

画
決

定
変

更
●

仮
換

地
指

定
●

事
業

計
画

変
更

県
道

切
廻

 ⼯
事

地
盤

改
良

⼯
事

住
宅

着
⼯

住
宅

着
⼯

埋
蔵

⽂
化

財
調

査

詳
細

設
計

詳
細

設
計

詳
細

設
計

造
成

・イ
ン

フラ
⼯

事 造
成

・イ
ン

フラ
⼯

事 造
成

・イ
ン

フラ
⼯

事
住

宅
着

⼯

換
地

設
計

換
地

設
計

換
地

設
計

体
育

館
解

体

▼
前

回
 

住
宅

着
⼯

予
定

▼
前

回
 

住
宅

着
⼯

予
定

▼
前

回
 

住
宅

着
⼯

予
定

（
４
）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(土
地
区
画
整
理
事
業
)

A
ブ
ロ
ッ
ク

B
ブ
ロ
ッ
ク

C
ブ
ロ
ッ
ク

18



(５
)今

後
の
事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ
１

【
平

成
2
6
年

度
下

期
】

●
地
盤
改
良
工
事
、
県
道
切
廻
し
工
事
、
Ａ
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
造
成
工
事
に
着
手
・
実
施

埋
蔵
文
化
財
調
査

（
試
掘
調
査
）

県
道
切
廻
し
工
事

造
成
工
事

地
盤
改
良
工
事

埋
蔵
文
化
財
調
査

（
本
調
査
）

19



(５
)今

後
の
事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ
２

【平
成
27
年
度
上
期
】

●
切
廻
し
た
道
路
の
供
用
開
始

●
Ａ
2
→
Ｂ
→
Ｃ
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
順
で
造
成
工
事
を
実
施

●
一
部
で
県
道
切
替
工
事
を
実
施

造
成
工
事

地
盤
改
良
工
事

造
成
工
事

県
道
切
替
工
事

埋
蔵
文
化
財
調
査

（
本
調
査
）

路
線
バ
ス
ル
ー
ト

変
更

20



(５
)今

後
の
事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ
３

【平
成
27
年
度
下
期
】

●
Ａ
1
・
Ａ
2
ブ
ロ
ッ
ク
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
を
施
工

●
Ｃ
2
ブ
ロ
ッ
ク
の
造
成
工
事
を
実
施

イ
ン
フ
ラ
工
事

造
成
工
事

21



(５
)今

後
の
事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ
４

【平
成
28
年
度
上
期
】

●
Ａ
1
・
Ａ
2
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
完
了
⇒
住
宅
着
工

●
Ｃ
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
を
施
工

●
Ｃ
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
造
成
工
事
を
実
施

イ
ン
フ
ラ
工
事

住
宅
着
工
Ｈ
2
8
.3
月
～

住
宅
着
工
Ｈ
2
8
.6
月
～

住
宅
着
工
Ｈ
2
8
.7
月
～

住
宅
着
工
Ｈ
28
.3
月
～

造
成
工
事
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(５
)今

後
の
事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ
５

【平
成
28
年
度
下
期
】

●
Ａ
1
・
Ａ
2
・Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
の
住
宅
着
工

●
Ｃ
1
・
Ｃ
2
・
Ｃ
3ブ

ロ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ラ
工
事
を
施
工
完
了
後
⇒
住
宅
着
工

イ
ン
フ
ラ
工
事

住
宅
着
工
Ｈ
2
9
.3
月
～

23



Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

平
成
2
7
年
度
下
半
期

平
成
2
8
年
度
下
半
期平

成
2
8
年
度
上
半
期

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

(６
)ブ

ロ
ッ
ク
別
住
宅
着
工
開
始
時
期
等

24



４
.
土

地
区

画
整

理
事

業
（

都
市

計
画

の
変

更
）

25



(１
)土

地
区
画
整
理
事
業
・
都
市
計
画
変
更
(案

)

変
更
趣
旨
：
立
会
い
に
よ
る
地
区
界
確
定
に
伴
い
、
一
部
区
域
を
拡
大
す
る
。

縦
覧
・
意
見
書
期
間
：
平
成
2
6
年
1
1
月
1
2
日
～
平
成
2
6
年
1
1
月
2
6
日

計
画
図
（
新
旧
）

名
称

赤
浜
地
区
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

面
積

約
７

．
６

７
ｈ

ａ
（

変
更

前
）

約
７

．
７

２
ｈ

ａ
（

変
更

後
）

26



1
1
月
1
2
日

～
2
6
日

２
週
間

1
2
月
上
旬

（
予
定
）

都 市 計 画 決 定 （ 告 示 ）

1
2
月
下
旬

（
予
定
）

区
画
整
理
事

業
の

仮
換
地
（
案
）

個
別
説
明
会

事
業
計
画

案
の
縦
覧

・ 意
見
書

提
出
期
間

都
市
計
画

審
議
会

（
町
）

都
市
計
画

案
の
縦
覧

（
法
1
7
）

・ 意
見
書

提
出
期
間

事 業 認 可 （ 告 示 ） ※ 県

都 市 計 画 審 議 会 （ 町 ・ 県 ）

1
月
上
旬
～

4
週
間
（
予
定
）

2
月
上
旬
～

（
予
定
）

(２
)今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
平
成
2
6
年
度
】

27



５
.
盛

土
計

画
に

つ
い

て
（

盛
土

造
成

宅
地

の
品

質
確

保
）

大
槌

復
興

C
M
R

28



盛
土
造
成
宅
地
の
一
番
下
は
岩
ズ
リ
を
単
独
で
使
用
し
ま
す
。

岩
ズ
リ
は

、
宅

地
盛

土
の

基
盤

と
な
る
と
と
も
に
、
排

水
効

果
が

期
待

で
き
、
盛

土
内

へ
の

地
下

水
等

の
浸

入
を
防

止
し
ま
す
。

盛
土

造
成

宅
地

は
、
「
岩

ズ
リ
と
ま
さ
土

の
混

合
土

」
を
盛

土
材

と
し
て
使

用
し
ま
す
。

岩
ズ
リ
と
ま
さ
土

を
混

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

締
固

め
状

態
が

良
く
な
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
安

定
し
た
盛
土
と
な
り
ま
す
。

盛
土
高 現

地
盤

岩
ズ
リ
と
ま
さ
土
の
混
合
土

岩
ズ
リ

土
質

試
験

の
結

果
か

ら
、

岩
ズ
リ
と
ま
さ
土

の
割

合
は

５
：
５
と
し
て
い
ま
す
。

(
１

)
盛

土
造

成
宅

地
の

断
面

構
成

29



ま
さ
土
と
岩
ズ
リ
の
混
合
比
率
５
：
５
の
場
合
が
最

も
粒
度
分
布
が
良
好
な
状
態
（
細
粒
子
と
粗
粒
子

の
割
合
が
均
等
）
と
な
る
と
と
も
に
、
締
ま
り
や
す
く
、

締
固
め
た
と
き
の
密
度
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
土
質

試
験
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

程
よ
く
細
粒
分
が
混

合
し
て
い
る

ま
さ
土
と
岩
ズ
リ
の
比
率
が
５
：
５
と

４
：
６
の
場
合
が
締
ま
り
や
す
く
、
密

度
が
大
き
い

(
２

)
盛

土
造

成
宅

地
の

盛
土

材
料
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①
ま
さ
土
と
岩

ズ
リ
を

等
厚
に
敷
均
す

②
ブ
ル

ド
ー
ザ

で
削

り
な
が

ら
混

合
す
る

盛
土

材
は

、
以

下
の

手
順

（
方

法
）
で
効

率

よ
く
混

合
し
ま
す
。

①
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
て
、
ブ
ル

ド
ー
ザ

で
ま
さ
土

と
岩

ズ
リ
を
等

厚
に
敷

き
均

す
。

②
ブ
ル

ド
ー
ザ

で
削

り
な
が

ら
混

合
す
る
。

③
バ

ッ
ク
ホ
ウ
で
ダ
ン
プ
に
積

み
込

む
。

④
ダ
ン
プ
で
区

画
整

理
地

・
防

集
団

地
ま
で

運
搬

す
る
。

③
バ

ッ
ク
ホ
ウ
で
ダ
ン
プ
に
積

み
込

む

④
ダ
ン
プ
で
区

画
整

理
地

・
防

集
団

地
ま
で
運

搬
す
る

(
３
)
盛
土
造
成
宅
地
の
盛
土
材
の
混
合
方
法
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敷
均
し
状
況

転
圧
状
況

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

3
0
0

3
0
0

3
0
0

振
動
ロ
ー
ラ
ー

ブ
ル
ド
ー
ザ

振
動
ロ
ー
ラ

ブ
ル

ド
ー
ザ

に
て
１
層

3
0
cm

の
厚

さ
で
敷

均
し

敷
均

し
後

、
振

動
ロ
ー
ラ

で
締

固
め

こ
の

作
業

を
繰

り
返

し
実

施

敷
均

し
転
圧
状
況

3
0
cm

3
0
cm

ブ
ル

ド
ー
ザ

に
て
１
層
3
0
cm

の
厚

さ
で
敷

均
し
た
後

に
、
振

動
ロ
ー
ラ
で
適

正
に
締

固
め
を
行

い
ま
す
。

締
固

め
状
況

(
４
)
盛
土
造
成
宅
地
の
施
工
手
順
（
方
法
）

3
0
cm
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盛
土

施
工

時
に
建

物
荷

重
相

当
分

（
布

基
礎

形
式

の
2
階

建
て
戸

建
住

宅
；
3
0
kN

/
m

2
=
3
.0
t/
m

2
)の

余
盛

と
こ
れ

ら
の

荷
重

に
よ
る
沈

下
量

相
当

分
の

余
盛

を
行

い
ま
す
。

盛
土

施
工

後
、
一

定
の

養
生

期
間

を
設

け
て
、
十

分
沈

下
が

進
行

し
た
こ
と
を
確

認
し
た
後

に
、
余

盛
分

の
盛

土
を
掘

削
除

去
し
ま
す
。

こ
の

よ
う
な
手

順
で
宅

地
造

成
を
行

え
ば

、
宅

地
完

成
後

に
建

物
を
建

て
て
も
新

た
な
沈

下
は

ほ
と
ん
ど
発

生
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
５
)
盛
土
造
成
宅
地
の
余
盛
の
考
え
方
（
1
）
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宅
地

造
成

盛
土

は
、
以

下
の

図
に
示

し
た
よ
う
な
工

程
で
施

工
す
る
予

定
で
す
。
余

盛
を
含

め
た
盛

土
全

体
の

荷
重

に
よ
る
沈

下
が

ほ
ぼ

終
了

し
た
段

階
で
、
余

盛
部

分
を
掘

削
除

去
し
て
、

宅
地

を
完

成
さ
せ

れ
ば

、
住

宅
建

設
後

の
沈

下
が

ほ
と
ん
ど
発

生
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
５
)
盛
土
造
成
宅
地
の
余
盛
の
考
え
方
（
2
）
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赤
浜

地
区

で
は

、
円

弧
す
べ

り
破

壊
に
対

し
て
基

準
を
満

足
し
な
い
こ
と
が

確
認

さ
れ

た
こ
と
か

ら
、
県

道
吉

里
吉

里
釜

石
線

の
盛

土
の

り
面

下
の

地
盤

を
改

良
（
セ
メ
ン
ト
系

固
結

工
法

）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
常

時
と
地

震
時

の
安

定
性

を
確

保
し
、
安

全
な
盛

土
を
行

い
ま
す
。

【
地

盤
改

良
後

の
安

全
率

】
・
常

時
；

F
s=
1
.5
0
以

上
O
K
（
安

全
で
あ
る
）

・
地

震
時

；
F
s=
1
.0
0
以

上
O
K
（
安

全
で
あ
る
）

(
６
)
盛
土
造
成
宅
地
の
安
定
性
（
3
-
1
）
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赤
浜

地
区

で
は

、
平

面
図

に
示

し
た
範

囲
の

県
道

吉
里

吉
里

釜
石

線
の

盛
土

の
り
面

下
の

地
盤

を
改

良
（
セ
メ
ン
ト
系

固
結

工
法

）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
常

時
及

び
地

震
時

の
盛

土
の

安
定

性
を
確

保
し
ま
す
。

(
６
)
盛
土
造
成
宅
地
の
安
定
性
（
3
-
2
）
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・
浅
層
・
中
層
混
合
処
理
工
法

本
工

法
は

、
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
と
呼

ば
れ

る
機

械
に
よ
り
、
改

良
材

（
固

化
材

）
と
や

わ
ら
か

い
地

盤
を
撹

拌
混

合
し
て
か

た
い

安
定

し
た
地

盤
を
作

る
と
い
う
も
の

で
す
。

※
)パ

ワ
ー
ブ
レ
ン
ダ
ー
工
法
協
会
H
P
よ
り
引
用

赤
浜
地
区
の
地
盤
改
良
は
、
以
下
に
示
す
地
盤
改
良
専
用
の
特
殊
な
機
械
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

(
６

)
盛

土
造

成
宅

地
の

安
定

性
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1
)盛

土
の

品
質

管
理

は
、
土

を
盛

っ
た
状

態
で
必

要
な
強

度
を
確

保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

2
)盛

土
の

品
質

を
満

足
す
る
た
め
の

管
理

基
準

は
下

記
の

と
お
り
で
す
。

・
締

固
め
度

（
密

度
）

8
7
％

以
上

（
R
I測

定
器

）

・
地

盤
支

持
力

3
0
kN

/
m

2
（
=
約

3
.0
t/
m

2
）
以

上

3
)そ

の
他

、
材

料
の

バ
ラ
ツ
キ
を
管

理
す
る
た
め
に
最

大
粒

径
と
粒

度
分

布
を
管

理
し
ま
す
。

＜
用
語
の
説
明
＞

◆
締
固
め
度
：

そ
の
材
料
が
最
も
締
っ
た
状
態
で
得
ら
れ
る
最
大
の
密
度
と
現
場

で
測
定
さ
れ
た
密
度
と
の
比
率

◆
地
盤
支
持
力
：
建
物
を
支
え
ら
れ
る
だ
け
の
地
盤
の
耐
力

布
基
礎
形
式
で
２
階
建
て
戸
建
住
宅
の
荷
重
に
相
当
す
る

3
0
kN

/
m

2
（=
約
3
.0
t/
m

2 ）
以
上
で
管
理
し
ま
す
。

◆
R
I測

定
器
：
締
固
め
度
を
管
理
す
る
た
め
の
専
用
測
定
器

ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
（
放
射
線
）
を
利
用
し
て
簡
単
に
密
度
が
測
定

で
き
る
密
度
測
定
器
で
す
。

(
７

)
盛

土
造

成
宅

地
の

品
質

管
理

(
1
)
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宅
地

の
品

質
を
確

保
す
る
た
め
、
以

下
の

検
査

を
実

施
し
ま
す
。

3
0
c
m
ご
と
の

敷
均
し
、
締

固
め
の

都
度

、
密

度
検

査
（
8
7
％

以
上

）
を
実
施

出
来

上
が

っ
た
宅

地
は

、
地

盤
支

持
力

検
査

（
3
0
kN

/
m

2
=
約

3
.0
t/
m

2
以

上
）
を
実
施

締
固

め
状

況
品

質
管

理
状

況

密
度
検
査

の
機
器

支
持
力
検
査

の
機
器

(
７

)
盛

土
造

成
宅

地
の

品
質

管
理

(
2
)
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盛
土

に
あ
た
っ
て
は

、
地

盤
支

持
力

の
平

均
で
3
0
kN

/
m

2
(=

約
3
.0
t/
m

2
)以

上
が

確
保

で
き
る
こ
と
を
目

標
に
盛

土
の

品

質
管

理
を
行

い
ま
す
が

、
こ
れ

は
一

般
的

な
木

造
二

階
建

住

宅
が

地
盤
補
強
な
し
に
通
常
の
布
基
礎
で
建
築
で
き
る
こ
と

を
参
考
に
し
た
も
の
で
す
。

実
際

の
住

宅
建

築
工

事
に
お
い
て
は

、
建

築
士

が
地

盤
補

強
を
含
め
て
設
計
を
行
う
こ
と
が
通
常
で
す
。
住
宅
建
築
の

際
に
は

、
家

屋
・
基

礎
形

状
な
ど
に
つ
い
て
、
建

築
士

、
建

築

専
門

業
者

と
別

途
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

(
８

)
盛

土
造

成
宅

地
の

性
能

40



６
.
住

宅
再

建
に

係
る

「
仮

申
込

み
」

の
実

施

※
別

冊
参

照

41





７
.
常

楽
院

の
移

設
に

つ
い

て

42



現
三
協
印
刷
東
側
の
町
有
地

(
１

)
移

設
予

定
地
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(
２

)
移

設
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

 
平

成
２

６
年

度
 

 
 

平
成
２
７

年
度
 

平
成
２

８
年

度
 

 
第

４
四
半

期
 

第
１

四
半
期
 

第
２
四

半
期
 

第
３
四

半
期
 

第
４

四
半
期
 

 土
地

造
成
 

（
換

地
）
 

 

仮
換

地
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

旧
常
楽
院

解
体
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
一
次

造
成

工
事
 

   
 

 
 
二
次

造
成
 

再
建

主
体
 

（
自

治
会
）
 

 

設
立

準
備
期

間
 

※
４
月

 
 

※
６
月

 
 
 
 

 
 

設
立
総

会
 

 
補
償

金
受
入
れ

 
 
維
持

管
理
等

の
検
討
 

 
 使

用
開

始
 

 

 建
築

工
程
 

 
 
 

 
設

計
 

確
認

申
請
 

 
 
 
 

 
 

※
７
月

着
工
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 完

成
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

44




